
                                                                  

 

              

      校長 篠田 豊和 

「文武不岐（ぶんぶわかたず）」 

梅雨らしい天気が続いています。期末テストも終わり、三年生の修

学旅行も素晴らしい成果をあげました。１学期もあとわずかです。 

６日からは運動部の北埼大会がはじまります。３年生にとっては最

後の大会。勝ち上がれば今月下旬まで続く県大会に出場します。夏休

みに入れば進路実現に向けた学習にも

取り組まなければなりません。 

そんな部活動と勉強、両方頑張ることを例えてよく「文武両道」といいますが、

最近では「文武不岐」という言葉がよく聞かれるようになりました。 

これは江戸時代、水戸藩の藩校である弘道館創設に当たって、藩主の水戸斉昭

が記した「弘道館記」に記されていたものです。文武を別々のものと考えるので

はなく、根本では「文」と「武」はひとつであり切り

離して考えることはできないということだそうです。 

確かに世界で活躍するスポーツ選手は、メンタルを鍛えるための心理学や哲学、

直接競技に関係ないと思われることも積極的に勉強し、自分に生かしています。も

ちろん語学も堪能です。また有名な企業の経営者や政治家もその多くの人が若い時

スポーツも得意にしていたこともよく聞く話です。最近のテレビでは様々なジャン

ルの芸能人が、番組でその知的能力や部活動で身につけた運動能力を披露しています。 

今の西中生が活躍する２０年後の社会は担当の仕事をこなすだけという分業社会ではなく、グローバル社会

の中で様々な人と幅広い分野の仕事をこなす協働社会です。コミュニケーション能力を含めた総合力が必要に

なります。「私はスポーツを頑張っているから勉強はやらなくてもいい」とか、

「私は習い事にすべてをかけているので学校のことは頑張れない」という考え

では、その頑張っていることも極められないということでしょう。「文武不岐」

は「夢と理想を掲げ、よりよい社会を創造する西中生」にとって大変参考にな

る考え方ではないでしょうか。 

 

西中だより 
認め合い高め合い支え合う学校で 

夢と理想を掲げ、よりよい社会を創造する西中生を育てます！ 

「西中３年生８分間社会人と化す？」～修学旅行の成果から～ 

修学旅行では西中３年生の素晴らしいところがたくさん見られました。 

その中でも一番印象に残っているのが、上野～東京間に乗る山手線の車内 

の様子です。昨年は乗り合わせた社会人の方からお褒めのお手紙をいただき、 

この学校だよりでも紹介いたしました。今年の生徒はどうなのかじっくり観 

察していましたが、行き帰りともに素晴らしい態度でした。特段緊張してい 

るというか無理をしているという感じではなく、まるでこの通勤時間帯に毎日利用している社会人のようでした。「８分間の

社会人」マナーを守るのが当たり前という感覚をもつ西中生。将来を期待しないわけにはいきません。 

平成２８年７月号 

☎ 553-1434 

生徒数 420 名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

４日（月） 朝会、木曜授業①～⑤ 

５日（火） 北埼地区夏大会（陸上） 

６日（水） 北埼地区夏大会１日目 学年扱い授業３時間、給食なし 

７日（木） 北埼地区夏大会２日目 学年扱い授業４時間 

８日（金） 北埼地区夏大会（体操） 

９日（土） 北埼地区夏大会（水泳） 

１１日（月） 表彰・県大会激励会、①②③⑤の授業 

１２日（火） １，２年期末PTA、③④⑤⑥公開授業 

１３日（水） ３年進路 PTA 

１４日（木） ６校時カット、②③④⑤⑥の授業 

１５日（金） 給食終了、午後カット、①②④⑤の授業 

１８日（月） 海の日 

１９日（火） 学年集会、学活、大掃除 

２０日（水） １学期終業式 

２１日、２２日、２５日 水泳指導（全学年） 

２１日～２９日 ３年生三者面談 

２５日～ 夏季補習授業開始（学年ごと） 

 6月28日～30日にかけて京都・奈良へ

行ってきました。奈良では東大寺の大仏、奈

良公園の鹿など、驚くことが数多くありまし

た。 

2日目は京都で 

タクシーによる班別 

行動でした。あいに 

くの雨でしたが、全 

員無事に学んでくる 

ことができました。建仁寺での座禅体験で

は、そこでしか味わうことのできない緊張を

感じながら、自分の心と向き合いました。 

3 日目はクラス

ご          ごとに行動し、体 

験や見学、合格祈願 

のお参りなどをし 

て一層クラスの絆 

を深めました。 

 全体的に態度もよく、普段からの学校生活

が生かされた修学旅行となりました。さすが 

西中の最上級生です！ 

 学校応援団の皆様に、学校ファーム、着付け体験、
あいさつ運動、読み聞かせでお手伝いいただきまし
た。ありがとうございました。 
 

私は校外学習の実行委員長 
としての責任感や、みんなを 
まとめる力など、多くのこと 
を学ぶことができました。ま 
た、一人のメンバーとしても 
班員たちと団結し、チームワ 
ーク良く行動できました。 
私は委員長として感じた楽 

しかったこと、辛かったこと 
など、経験した全てを生かし   実行委員長 
て今後のクラスを学級代表と  2-2 千脇さん 
して支えたいです。 

隊形移動の練習のときに、うる 
さくて当日静かにできるか心配で 
したが、当日は静かに素早く行動 
できました。私はそのときに、こ 
の学年の修学旅行の委員長をさせ 
てもらえてとても誇らしいと感じ 
ました。この素晴らしい学年で３  
日間事故なく終え、笑顔で帰って  
こられたことに心から喜びを感じ 
ています。     実行委員長 3-4 宮松くん 
 


